

















































る。本稿では引用を除き，西暦で表示する。なお，「北洋政府期」は「民国前期」の 1912 年から 1928 年までの期間を指す。「北京政
府」ともいう。本稿でいう「民国初期」はおおむね 1912 年から 1919 年あたりまでの期間を指す。











1927 年から東亜同文書院（上海）の会計教授を務めた有本邦造は，中国 1918 年の『会計師暫行章程』を和訳し，自身の著書『支那






















































































8 張謇（1853 年⚗月⚑日－1926 年⚘月 24 日）は渋沢栄一に相当する人物である。李佩「張謇父子と渋沢栄一：書簡から見た知られ
ざる近代日中関係の一側面」，小林守「中国近代における企業経営理念の源流─民族資本家，張謇の「富強論」としての経営理念
─」，苑書義「農商総長張謇の開放主義」などを参照されたい。
9 『公司条例』（251 か条）は 1914 年⚑月に公布され⚙月から実施された。1923 年⚕月に⚓か条の改定が行われたほかは，一貫して，
「北洋政府時期の企業活動の基本を定めた法となった」。1929 年 12 月に国民政府令によって『公司法』が公布されると，その使命を
終えることとなった（浜口，1991：106）。
10 挙人は中国の明・清代に，科挙の郷試に合格したものである。
















































































12 1923 年⚘月⚘日「詣謝霖甫於篠崎医院」（篠崎病院にて謝霖を見舞う），⚘月 12 日「得霖甫訊」（謝霖から便り），⚘月 13 日「複












































見てみると，1911-15 年には 29 行が新規設立され，
19 行は業務停止や倒産になり，倒産率は 55％であっ
た。1916-20 年の開設数と倒産数はそれぞれ 56 行


























1902 年に英国人の Arthur Rylands Lowe が香港で
会計士業務を執行し始め，1903 年に Joseph Eadie




海は最多の 243 社，江蘇省 159 社，浙江省 121 社，天津 93 社，北京と山東省と同様 87 社となっている。そのなか資本金 10 万－99
万元の企業数を見ると，上海は最多の 95 社，江蘇省 57 社，山東省 46 社，天津 45 社，浙江省 41 社，北京 32 社であった。資本金




17 久保享は先行研究を出所とする「銀行の開設数推移」一覧表を自身の著書『中国経済 100 年のあゆみ─統計資料で見る中国近
現代経済史─』（95 頁）に収録している。それによると，中国の民間資本による銀行開設数は，1911-15 年は 29 行（存続したのは
10 行）であって，1916-20 年は 56 行（存続したのは 15 行）になり，ピークは 1921-25 年の 95 行（存続したのは 26 行）であった。
また浜口論文第⚓表「北洋政府時期に設立された業種別・規模別企業数」を見ると，資本金 10 万－99 万元という中規模の企業のな
か，25 業種中，「金融・保険」は二番目多い 63 社であった。100 万元以上の企業のなか，25 業種中，「金融・保険」は最も多く，55
社であったというデータが出ている。
18 http://shuo.news.esnai.com/article/201805/174186.shtml（張輝「漫話中国注会百年(1)─中国第一家会計師事務所」，最終閲
覧日 2019 年 11 月 29 日）












大島は 1927 年のThe Journal of Accountancy（Vol.
43, No.5, May 1927, pp. 350-355）に掲載された
“Accounting and Auditing in China”という論文を参
考しながら当時の会計（士）事情を整理・紹介した。
大島による，“Accounting and Auditing in China”の
著者 Emil S. Fischer は 1894 年から 1899 年の間，上



































































19 1896 年，Charles Waldo Haskins と ElijahWatt Sells はニューヨークで設立した会計士事務所であり，その後幾つかの吸収合併を
経て今日のデロイト トーマツ グループ（Deloitte Touche Tohmatsu）となっている。
20 http://shuo.news.esnai.com/article/201805/174186.shtml（張輝「漫話中国注会百年(1)─中国第一家会計師事務所」，最終閲覧

















































































21 『銀行週報』は 1917 年⚕月 29 日に創刊され，1950 年⚓月⚓日までの終刊まで 33 年間，34 巻 1635 期を発行した。近代中国にお
いて最も創刊時期が早く，刊行期間も最も長く，民国時期において最も権威的な金融類雑誌である。
22 http://shuo.news.esnai.com/article/201811/183114.shtml（張輝「漫話中国注会百(4)─第一份審計報告」，最終閲覧日 2019 年 12
月⚖日）
23 当該論考は前言，第一節 会計師の地位，第二節 会計師の役割，第三節 中国会計師の略史，第四節 中国現行の会計師制度，
第五節 会計師と弁護士との違い，第六節 会計師名称の訳語，第七節 会計師公会，第八節 会計師の制服及び法廷上の座席，第






































































日 2019 年 11 月 30 日）
写真⚑ 1918 年⚗月 16 日 謝霖会計師事務所広告




















































25 上述した⚖月 28 日の財政部批准文書に書かれた文言である。
26 1918 年⚙月 25 日，『政府広報』第 958 号，掲載。
写真⚒ 1918 年⚙月⚗日 『会計師暫行章程』の公布
出所：http: //shuo. news. esnai. com/article/201805/174189.
shtml（張輝「漫話中国注会百年(3)─亜州第一部注冊
会計師法規」）
写真⚓ 1918 年⚙月 20 日 「農商部布告第五号｣




この農商部布告が発された⚑か月後の 10 月 22
日，農商部は『会計師暫行章程』を根拠規則とする
会計師証書第一号を謝霖に発行したのである。この




































2019 年 11 月 20 日）
28 現時点において発見できる史料ではこれが最初であった。すなわち 1918 年 10 月 22 日から 1919 年⚓月⚔日までの間に謝霖が会
計師として会計監査業務を行ったかどうか現時点では不明である。
29 http://shuo.news.esnai.com/article/201811/183114.shtml（張輝「漫話中国注会百年(4)─第一份審計報告」，最終閲覧日 2019 年
11 月 20 日）
写真⚔ 1918 年 10 月 22 日 農商部より謝霖に会計師
証書を発行
出所：http: //shuo. news. esnai. com/article/201805/174189.
shtml（張輝「漫話中国注会百年(3)─亜州第一部注冊
会計師法規」）
写真⚕ 1919 年⚓月⚔日 「常州商業銀行改聘査帳員」
記事および監査報告書
写真⚖ 1919 年⚓月以降と推測 常州商業銀行「査帳
員 会計師謝霖」の広告









































1916 年 1 月 上海商業儲蓄銀行設立（1915 年⚖月）
第一期営業報告書に「克佐時洋行の査帳証明書」を添付
原史料の出所は不明
1917 年 1 月 27 日 常州商業銀行設立 董事長（取締役会長）：孟森









1918 年 6 月 24 日 農商部より批復（意見を添えて回答） 会計事務所の設立を批准，立案
1918 年 6 月 28 日 財政部より批復 批准，立案
1918 年 7 月 16 日 「財政・農商部批准 謝霖会計師事務所廣告」（『政府広報』第
889 号，『銀行週報』第⚒巻第 27 号掲載
中国最初の会計師事務所が正式
に設立
















1918 年 12 月 9 日 「農商部・財政部批准 謝霖会計師事務所」広告，『申報』に掲
載




























設立（1918 年⚗月 16 日），『会計師暫行章程』の公布
（1918 年⚙月⚗日），第一号会計師証書の発行（1918
















































世紀』インターネット版，総第 13 期，2003 年⚔月
（本稿は平成 29 年度短期国内研究員・短期在外研究
員（研究課題：民国時期における日中会計の交渉）
研究成果の一部である。「訪問学人」として受け入
れてくれた台湾中央研究院近代史研究所と当研究所
の林美莉教授に深く感謝する。）
（しゃお らんらん 財務会計論)
札幌学院大学経営論集 No.13（2020 年⚒月）
─ 95 ─

